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Sukhavativyuhαと Pali聖典

藤田宏達



Sukhavαtivyuhaと Pali聖典

出

はしが き

Sukhaωtivyuha ~ニ呼ばれるおnskrit (Skt.)経典は，周知のように

大小二銭，すなわち F.Max Mull伎の命名によると ， The Larger 

Sukhavativyuha (Sukh)と TheSmaller SukhaがatiVyiiha(S112. Sukh) 

のこ種があるが1) ともに浄土教の根本経典であり，その原初形態は

大衆仏教の初期時代に成立したもので，およそ西紀 100年ころ，北西イ

ンドにおいて編纂されたと誰定されるわ。現存の Sukhは， 14，5世紀

以降のネパール写本にもとづき， また S112.Sukhは9世記ごろ日

に{去来した議選本にもとづいて出販されたものであるが， F. Edger僧

tonによって， Buddhist Hybrid Sanskrit (BHS) と名づけられたと

ころの Skt.で惑かれている点で，言語的に他の Skt.仏典の大部分

と共通の性格を示している (Sukhは BHSの第二段賠に属する作品

と見なされているむ〉。ところで， BHSがどのような Prakrit

にして成立したかということは，今日なお十分に明らかにされてはい

ないが，しかし，現存の Prakritの代表的言語である P誌li諮と対比

されるべき要素を最も多く持っていることについては異論がな L、。

その意味では，Sukh及び Sm.Sukhもさき然 Pali聖典と対応関係を

持ってし、ることが想定されるが，ただこれまでには，その具体的な

関係について支と変った研究が行な v とはな L、。もちろん，

BHS全般にゥいては， Edgertonによる文法・語繋の集大成があり，

その成裂は Sukh及び Sm.Sukhに対じてもほぼ適用されうるもの

であるが，しかしそこでは， BHSにしばしば認められる特観的な文体
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S叫んまvatlvyuhaとおお祭典

論についての考察は必ずしも十分にはなされていない的。一方，仏典

の慣用語句を集める試みは，おくは Mvy6262-7696に見られ，最近

では E.Lamott告が羅什款の開設摩詰所説経Jや了誉税厳三昧経』の

フラ γス語訳に当たって， BHSに認められる formuleやむlicheを

集めているしむ，立た N.Du伐のごとく Saddhαrmatu苧qarika(SP) 

られる慣用匂の幾っかを P議liと対比する試みも行なわれてい

るが6) しかしいずれも未だ概括的もしくは部分的研究にとどまって

おり，特にヌド課題の Sukh及び Sm.Sukh fこ関説するところは殆ん

どない。そこで? Sukh及び S仇 Sukh る BHS

特有の phr自然。logyの中で， 特に Pali室長兵と parallel

出して，両者合比較考察してみ、ることにしたいと思う。これは ，Sukh 

及び Sm.Sμkh にさすいて，持として認められる不明もしくは難解な

るに役立つばかりでなく，さらに Sukh及び Sm.Sukh 

が販始仏教聖典とどの程震のつながりを持つものであるかということ

な切らかにするであろう。もとより ，Sukh及び Sm.Sukhの

ってしヴこと される原始仏教翠典は，恐らく北伝系の部

派所訟のものであって， ~努イ父上座f惑の Palì しぺずれども，

今日としては，言ー諮;的には P設li ることに;よって，

もよく原始仏教翠典との関係を究明することができると言えるからで

ある。

i式上の観点から， Sukh及び Sm.Sukhの"I:1より，注目

J号例を 33~認取出 るが， このうち 1)と 33)は間経

に共通した用鰐， 2) ~29) は Sukh に主と られる用問， 30) ~32) 

は Sm.Sukh ~こ主として見られる周到である O 一々の羽下では'1

Skt.文と Pali文とを対ょとし〈その邦訳?主総数の競合マ'(宮路〉，つ

必要な解説をi討すことにする O ここに挙げられる用例は，探知として

特鎖的なが1ras告もしくは clichるに限るもので.BHSの諾裁や，あ

りふれたも1...-くは簡単な語法を含んではいなし、。 それらは， Skt.交

にしても Pali文にしても，ともに向じ仏典て、ある限り，
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北大文学務紀要

つのはむしろ当然と考えられるからである。

Skt圃文のテギやストについては，Sukえは足科コド7) を主とし，かねて

Oxford 本合荻原改訂本(W)8) の数によって示し，

も参照した。そして，必要に応じて，これまでに し得た次の写本

した10)σ

- バ 翌 日bliot詰 queNational倍窺重量写本 (Coll日ctionBib. 

No 153 = Ancienne cotを， Bur-Hodgson-Burnouf， 

nouf 85) 

おirLibrary所蔵写本 (t告ら94/2'"ニBir本………カトマソドゥ

Catalogue No. 248(b)) 

C誌上水………カルカ y タ AsiaticSoci在ty所藤写本 (No袈 B，20)

東大本 Nos，27， (40)， 43， 63， 393， 399・." ~ ~. ". .東京大学閣議鎧所

蔵写本 (Cat.Nos. (467J， 468， 469， 470， 471， 472) 

京大本…~..... .京都大学図書類所蔵写本

を荻原改訂ヌド11)の主主数によって依用次に，Sm. Sukhは Oxford

し，校異には石山寺所蔵本を足利校訂本山によって参照し，かっ他の

も必嬰にj忘じて参着した。また，木村本14)は未完本ではある

けれども，該当爾所のあるところは参照した。

なお， Pali文については，原躍として PTS肢にもとづき，必要な

場合シヤム肢を用いた。 また BHSに溺する語文献は，

大体は Edg日rtonの BHSG

SukhとSm.

テキストを除いては，Sukh及び

その Abbreviationsiこ従っに用いられているテキストな使い，&D 

てし、る。

察場較比

maya 公utam 母k昌sminsam且Y巴 bhag品vanRajagrhe eva釘11 )(A) 

s説r-

dhaql dvãtriqlsat丞 bhik~usahasraiQ. sarvair arhadbhil;t kfliIl)asrav証lr

ni耕三lesairu1，?i士aγadbhi込samyagajnasuvimuktacittaIl)parikfliIl)abha-

例。

Grdhrakute parvat巴 mahata bhik1，?uぬ qlghenaS町laviharati 



Sukhavativyuhaと Pali聖典

下の 19語)は，AsP 3.14-1Tや SP1.6-9などの初期大乗経典にも

類似の文が見られるもので (cf.Mvy 1075-1088)，その由来を原始経

典に求めうることは，上掲 Pali文 (b)がこれと表現的に類同してい

ることによって裏づけられる (Pali文の katakara引yoohitabharo. 

に対同する語は Sukhにはないが，AsPゃ SPなどの定型文には

ある〉。もっとも ，Sukhには上掲 Pali文には説かれていない表現も

数多く見出されるが，しかしそれらの一々についてみると，すべて何

らかの点で対同する Pali語が存する O すなわち次のごとくである。

nil;1kle匂…… nikkilesa(MNd 340; Siamese CNd 49， 69) 

vijitavat…… vijita， vijitavin (MN 11. 131， 134， etc.) 

uttamadamasamathaprapta…… uttamadamathasamatham anu-

ppatta-(AN 11. 38) 

suvimuktacitta…… suvimuttacitta (SN 1. 126， 141) 

suvimuktapraj色a…… pa白色avimutta(Sn 847， etc.) 

mahanaga…… mahanaga (Ud 40， etc.) 

号aclabhijna…… chalabhinna(SN 1. 191) 

vasibhuta…… vasibhuta (SN 1. 132) 

何 tavimokf?adhyayin…… atthavimokkha (DN II1. 261) 

balaprapta…… balappatta (SN 1. 110， 158) 

abhijnatabhijnata …・・・ abhinnata abhinnata (DN 1. 235， etc.) 

sthavira…… thera (Dh 260， etc.) 

mahasravaka…… mahasavaka (Siamese Mil 2) 

以上の中，注意すべき語について検討してみよう O まず，上にあげ

た Pali語の中で，文献的に見て部派時代になってからよく用いられ

るようになったと思われる語は，最初の nikkilesa と最後の maha-

savakaである O だから ，Sukhの表現は部派時代に熟した用例に従

ったものだろう O ただしかし，これらの語のもとになった kilesa少

savaka という語は，原始経典にすでによく用いられているものであ

るから，その意味では原始経典と密接なつながりを持つことはいうま
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でもない。

次に uttamad設masamathaprapt設は諸本によって呉誌が多し、。し、

ま の言JIEによったが，これは Cal.本(1b 5)，東大本 No.43

(2説話及びチベ y ト訳 (220却の dulba dan shi b乱 mchogthob 

paによって支持される 22)0 Paliとの対;とからすれば utt註madama-

thasamathaprapぬの形が想定されるが23) これな支持す

い。 Oxford本のみは uttamadam壮士hapraptaとあって， damathaの

し寸ごいるが〈その代わりに品川:lathaを欠く L他の参照

d丘maとある。 damaとぬma士haとは意味内容におい

て大差ないから，多く のと きであろう 足

利水には uttamadamane旬以註thaO とあるが， これを支持する

は能に存しなし、問。大谷本の uttamadamasam呂rthapr詮ptaは Bir

(1 b7)，東大本 No.63(2a訟によって支持されるが，しかし恐らく

用すべきものではないだろう。

なされるが，

は「よく解脱

伊益金avimuttaと見

、ょうどi!立になっている。 Skt.で、

もてるものJI懇がよく解説したもの j

次に， suvimuktaprajna 

あるのに対して， Paliでは「慧によって解脱したものj の意であっ

て，厳絡には意味が異なる。 Pali聖典には，華、による解j説 (pan負a司

vimutti)は殆んど常にじ心の解説J(cetovimutti)と主主説されているか

，それに準じて f慧の解脱Jという意味にも解しうる余地がある

ども，しかし suvimuktaprajna

しないようである。しからば，こ

のまま

らく立話系において作られ

たものであろう O 前記の AsPゃ SPにおいても，この いられ

ているから，初期大乗仏教においては広く われていたものと

られる O

次に， abhijおおめhijnataは Sukh~こ Sm. Sukh (})寓方に出てく

るもので，詞題のある鰭であるoSukhの Oxford;本及び大谷本では

め副知an的 hijnail;tC持避に知通している，待遇を得ている〉とあり，

-9 -



Sukhavativyahaと Pali聖典

足利本では abhijnanabhij五atail:t(神通をもって知られている，神通

で有名な〉とあり ，Sm. Sukhの Oxford本では足利本と同じになっ

ている O しかし，このような読み方には再検討の余地がある O わたく

しは，これは元来 abhijnatabhijnata (極めてよく知られている，非

常に有名な)という語ではなかったかと推定する O その理由を述べて

みよう O

① Pali聖典では abhi白色亙taabhinnata (pl.非常に有名な)とい

う表現がよく用いられており， しかもそれが Sukh と同じように長

老弟子たちの形容に用いられている場合がある (MNI. 212; III. 79: 

abhin負atehiabhin負亘tehitherehi savakehi saddhil11)。したがって，

Sukhに見られる表現は，もとはこの Pali形と同じように Amrecli-

ta / Ame早clita(くりかえし〉の用法であったと見ることができょう。

② 足利本によると，仏弟子名を列記した後に再び出てくる abhi-

jn互nabhijnatail:t(2.10)は，底本では abhijnata[bhi]jnatail:tとある O

これは京大本 (2b 1)でも同じである。この語は Oxford本 (6.12)で

はやはり abhijnanabhij白aih とするが，大谷本 (2.24)では abhi-

jnatabhijnail:tとあり，諸写本もわたくしが見た限りでは，このよう

な読み方をとるものが多い27)。したがって，これらの点を勘案する

と，足利本の底本及び京大木の abhij危忌ta[bhiJjnatail:tの伝承を尊重

すべき立場が出てくる O

③ Sm. Sukhの Oxford 本に見られる abhijnabhijnatail:tと

いうーのは， Max Mullerの見解によるもので，石山寺本をはじめ

諸悉曇本には abhijnatabhaj色邑tail:tとあり，これは abhijnatabhi-

jnatail:tと読むべきことを示している O 足利校訂本， 木村本はとも

に，この読み方を支持している O

④ SP 1.9に出てくる abhijnanabhijnatairは，刊本の註記によ

ると， 諸写本によって異同が多く，写本 B(British Museum本)及

び写本 o(Petrovskij本)26)では abhijnatabhijnatairとあると記され

ているO これは，上記の読み方に文献的傍証を与えるものである。

-10 -



北大文学部紀要

⑤ 漢訳を見ると ，Sukhの場合， r無量清浄平等覚経』は「神通

飛化j， r無量寿経』は「神通己達j，r大乗無量寿荘厳経』は「具大

神通」とあるが， r無量寿如来会』には「衆所知識」とあり， また

Sm. Sukhの羅什訳に同じく 「衆所知識j，玄英訳に「衆望所識」と

あって二系統に大別される O ところで，後者の訳は「多くの人たちに

知られた」としづ意味であるから， abhijn亙tabhij色ataの訳と考えら

れる O とくに羅什は『法華経』巻 1 (~大正蔵Jl 9巻， 1頁下〉やその他

の訳経でも常に「衆所知識」の訳語を使い，また『注維摩詰経』巻 1

(~大正蔵Jl 38巻， 328頁下)ではこの語について「什日，党本云多知多識」

といっているのが注意される O

⑥ abhijnanabhijnai1;tあるいは abhijnanabhijnatai1;tの合成語

においては， abhijnanaは「神通」の意味に解されているが，しかし

Sukhでは一般に「神通」をあらわす語は abhijnaであり (37.9;49. 

14; 52.7; 53.19; 54.2)， abhijnana が他で使われる例はなし、。ま

た，とくに Sukhの contextを見ると，この語が現われる直前に

は守ac!abhijna(六神通をそなえた〉という語が用いられているから，

その上にさらに「神通を得た」という語を使ったとするのはおかし

L 、。これはやはり「非常によく知られた」という意味に使われたもの

であろう O この意味ならば，後文に仏弟子名を記した後に再び用いら

れるのも不自然ではなL、。

以上の点から，わたくしは abhijnatabhijnata の読み方が本来の

ものであり，それは，もと原始経典に由来する用法であったと推定し

たい。もっとも，諸写本に示されるように，このような読み方は，こ

れまで必ずしも正しく理解されてこなかったと思われる。前記のごと

く，Sukhの漢訳には古くから「神通」の意味で解する説もあり，ま

たチベット訳にも milonpar ses pa milon par ses pa29) (神通に知

通した)とあるから，これを abhijnanabhijnai1;tまたは abhijn亘na-

bhijnatailュと解する説は， 相当古くからあったと考えられるからで

ある。

噌
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Sukhavativ:帰 加 と 問li聖典

2) atha kh証lvayu号manAnanda utth在yasa泌 deka111sam* utねえ-

S呂志ga111krtva d昌k号i手証111 januma苧clala111釘 thivyarp. prati事th喜pya

yena bhagav込rp.stena njalirp. pra料 myabhagav札ntametad avocat 

(Sukh 2.14-17= W 6.15-17; cf. Sukh 6.28~7.3出玖116.6-8)

% 忍fUヱドiぜこは ekarp.ゑamとする。

[Pa1i]註thakho ay設smaV札会gisoutth議y立sanaekarp.sarp. civa主主rp.

katva y日nabhagav主 総n'anjalirp. p註手ゑmetv蕊 bhag亘var波乱rp. etad 

avoca (Sn p. 79; cf. pp. 60，100) 

(b) evarp. vutt母 Aramad持母obr計lma平ou!!h設yasan亙 ekarp.sa111

utt投球sailgaヰ1 k乱ritva dakkhIl}.aIt janum昌平clalaIt puthuv~yarp. 

nih註ntvayena bhagav義 ten' anjaliIt 伊手装工netva…… (AN1. 67 ; 

cf.立1.238) 

これは，古代インドのいわゆる

としづ敬礼作法をあらわナ文で，Sukhにはこ震用いられてし、

るo 能の大乗経典でもよく用いられている文であって (e必 SP100.

4-7; cf. Mvy 6276-6278)，その由来するところが原始経典にあるこ

とは， PaIiの{丘)(b)の慣用文と対比してみると明らかである。

Skt. 支の dak~il).旦Iþ j盃おなお設怒çlalarp. (右の膝がしら〉は， Oxford 

(6.16; 16.7) によると dak~i料品問。と Lづ合成語になってい

るが(大谷本 14.11も持じ)， Paliでは，これに対応する dakkhi卵細

janum切れla111という形も思いられているから (e.g.AN  II. 21 ; III. 

238)，どちらの形であっても梼揺はなし、。

3) vipras呂nnanica tava bh且gavataindriyaネiparisuddhas ch註vlva-

Tl).al}. paryav昌.datomukhavar手a1).pit机 irbhasal}.ぬdy註th君主aradarp.

vad品開 pa♀clup乱risuddh註111paryavadatarp. pitanIrbhasarp. evam 

告すabhagavato vipr昌.sannゑnindriyal).Ipari会uddhomukhavarl).吟 pa-

ryavadatas chavivar手al;lpltanirbhasal;l， tad yathapi n註関誌品van

jarp. bUnad丘suvar怒乱ni号kodak~特設 k旦rmãre.Q. a karma主aputre:c.avか

lkamukhena料給rp.pravesyasupariniりhi給与 p昌平clukambala料水 up註ri

12 
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k号ipto'tiva*第** parisuddho bhav呂tiparyav品d立taるpitanirbhas丘b

evam eva bhagavato viprasann説nindriy勾 parisuddhomuk主ぬh沿乱仰va-

r町叫z烈la1).p伊註註r)

6.盈17~8.8)

*後述による。

料 Oxford本及u、三塁手号本氏みによる。

料* Oxfordヌ丸太言宗本による。

ネネ料 足利本の 'tIvaparisudd泌さと Oxford本，火幸子家によっ℃切る。

[PaliJ bhoto Got設massavippasann註niindriyani p乳risuddhochavi側

vacco pariyod亘to，seyyath註pibho Gotam呂 saradarp.badarapal).-

QUrp.* parisuddharp. hoti pariyodataql evam ev且 bhotoGotamassa 

vippa話annaniindriyani parisuddho chaviv呂苧て;0pariyodato. .... 

3合yyath泊pibho Gotam乱 nekkharp.jambon註da1tdakkh設kammara-

puttena*ネ suparikammakatarp. ukkamukhesu料水 kusalasampah説"

はharp.pacclukambale. nikkhittarp. bhas旦総 ca tapate ca virocati 

ca併設m ev旦 bhoto Gotam註ss設 vippasannaniindriy議niparisuddho 

ch丘vivac♀op註1匂od塁to(AN 1. 181; cf. SN I. 65) 

キ

ホ PTS ~夏では bhadara o とるるが，シャム絞 AN 工232.19 及び PTS

版 Manorathaturaが 11. 292.1 によって改める (cf.PTSD， s. v. 

bhad皐玲}。

料 SNの統み方による。

これは仏の諸根澄浄をあらわず文で，Sukhで

をもって説明している O これにほぼ担当する文は Paliの ANにあ

るからくその相当撲誤は欠くけれども)，それと鍔裁の経典の説を受

けたものであろう納oPaliでは，ゴータマの鰯根澄浄な示す文31)は，

J誤用句としてこの他に処々に設かれているものでありい.g. DN II. 

190; MN  III. 293; SN II. 275)， "Iたニつの替喰の中で畿の[ジャ

ンブー再建の金」の替殺のほうは SNI. 65にも見出される O なお 2

これに類する饗議は，佑rJ:'大衆経典にも認められるからめ，当時よく

13 -
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流布されていたものと思われる O

Sukhの文について，荻原木は最初の indri尚早iparisuddhas cha-

vivarI).al; paryavadato mukhavar♀al;を，チベット訳に対照して

indriyaI).i parisuddho mukhavarI).al; paryavadatas chavivaqlal;に

改めている。 これによれば， 後文と文体がそろうことになるが，

Oxford 本，大谷本，足利本いずれもこのようにはなっていないの

で，いまはそのままにしておく。 同じように， 次に出てくる tad

yathaもOxford本や大谷本では tadyathapi namaとあって，後文

の用例と対応するが，いまは足利本のままにしておく O 写本の中では

京大本 (2b 6)のみが足利本と同じである O

次に， vadararp.の語については問題がある O これは Oxford本に

よると vanadarp.とあるが，これを支持する写本は，わずか一本(註記

の A本〉のみである。 vanadaは Skt. の古典辞書にのみ出るもの

で「雲」の意とされるけれども，男性名詞であり，いまの文にあげる

ように中性形の用例はない (cf.O. Bohtlingk u. R. Roth， Sanskrit-

Worterbuch， s. v.)。そこで， Edgertonは中性名詞としての vanada

を BHSと見ているが (BHSD，s. v.)， 荻原改訂木ではチベット訳

(222.8)に gos (衣〕と訳されている点から， これを vastrarp. (衣〉

の写誤としている。だが，これでは「雲」よりはかえって意味が通じ

なL、。足利本には Oxford本の vanadarp.が採用されているが， し

かし底本では varadarp.とあったことが追記されている (p.vii: Ad-

denda et Corrigenda)。そして，これは他の写本によって支持される

(Bib.本 3a 4; Bir本 2a 9;京大本 2b6;東大本 No.27，3a5; No. 

43， 3a2; No. 63， 3a4; No. 393， 2b6; No. 399， 2b5)33)。大谷本

(4.10)でも baradarp.とある。 したがって， これらの点から見て，

vanadarp.は恐らく varadarp.の raを naと読んだものであろう。

ところで， varadamという Skt.語は，辞書によるとやはり中性名詞

として用いられる用例はなく， またいまの contextに相応する意味

も見当たらぬが (Sαnskrit.Worterbuch， s. v.)，これを Paliと対照して

-14 -
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みると， badara (なつめ〉に当たるから，恐らくもとは vadararp.で

あったと推定される B的。写本においては baと vaとの混用は普通に

見られるものであり，また daと raとは，写誤・転置されたもので

あろう O これは，前に臼radarp.とあるのに影響されたのかも知れぬ

が，ともかくもともとは Paliと同様に「秋のなつめ」の淡黄色が澄

浄の喰説に用いられていたと解される O

次に ，Sukhの ulkamukhenaについて，荻原本も足利本もともに

これを omukheに訂正している。 Edgerton(BHSD， s. v.)もこの読

み方を betterとする。大谷本 (4.15)でも omukheとあり，これを

支持する写本も他にある (Bib.本 3a 6; Bir.本 2b 3)。しかし，すで

に辻直四郎博士が指摘しておられるように町， BHS (cf. Gr. ~ 7.32) 

の用法からみて， これは必ずしも改訂を要しなし、。 写本の上でも

omukhenaの読み方を支持するものとしては， Oxford本及び足利本

底本のほかには，京大本 (3a 1)，東大本 No.399 (3 a 2: omukhana) 

がある。

4) bahujanahitaya…… bahujanasukhaya lokanukampayai maha-

to janakayasyarthaya hitaya sukhaya devanarp. ca manu号yanarp.

ca (Sukh 4.4一7=W10.4-6) 

[Pali] bahujanahitaya bahujanasukhaya lokanukampaya atthaya 

hitaya sukhaya devamanuss邑問中 (Vin1. 21; DN  11. 45; M N  1. 

21; SN 1. 105; AN 1. 22; Ud 62; It 11， etc.) 

これは大衆の利益のためで、あることを表わす場合に用いられる慣用

句で，原始経典以来用いられるものである O 部派文献では，たとえば

Mv 1. 330.8-9; 331.8-9; 332.12-13に， 大乗経典では， たとえば

SP 41.1-2; 42.2-3， 12-13; 81.1-2; 167.1-2; 170.9-10; 173. 11-12 ; 

178.6-7; 479.11-12に Sukhと同文が見られるo Skt.文の mahato

janakayasyaに当たる句は，いまの Pali文には存しないが， しかし

Paliでは大衆を表わすのに mahajanakayoという語を用いている

15 
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場合もあるから (MNII. 5)，無縁の表現ではない。

Ananda tath忌gata 巴kapi♀clapatena kalparp. va 

kalpa匂tasahasrarp.

yavat kalpakojInayutasatasahasrarp. va tato vottari (Sukh 4.12-15 

akaiJ.ksann* 

tii?!het kalpa匂tarp.

5) 

va va kalpasahasrarp. va 

= W 10.10-12) 

Oxford本，大谷木による。* 

so akaiJ.khamano Ananda tathagato kapparp. va tittheyya [Pali] 

kappavasesarp. va (DN 11. 103; SN V. 259; AN 1V. 309; Ud 62) 

Sukhの文に対応する Pali文は，DN 16 Mahiiρarinibbana-s.に

おし、て仏陀の入滅に際して阿難が仏陀の延寿・住劫を請うべきことを

Pali文に直接対同するこの説く場合に関説される有名な文である O

Skt.文も有部の文献にあるが (MPS204-205; Divy 201)， Sukhはこ

これを増広したものと考えられる Oのような原始経典の説を受けて，

この説は，部派仏教では，いわゆる神通力論や留多寿行論の経証とし

て，各部派の間で広く取上げられていたものであり (MiI140-142;Kvu 

Sukhの編456-458; Ir大見婆沙論J巻 126=Ir大正蔵Jl27巻， 657頁下)，

纂者たちにはよく知られていたものであろうS6h

samyaksarp.buddhanam Ananda loke sudurlabhal;t pradurbha-'6 ) 

val;t， tad yathodumbarapu号pal).amloke pradurbhaval). sudurlabho 

bhavati (Sukh 4.18-20= W 10.15-16; cf. Sukh 64.9-10= W 148.8) 

sammasambuddhassa bhikkhave arahato 

patubhavo dullabho lokasmirp. (AN 1. 266; IlI. 168， 240， 441; cf. 

tathagatassa ，[Pali] (a) 

AN  1. 22) 

dullabhayarp. dassanaya puppharp. udumbararp. yath孟 (VV47) )
 

'
h
u
 

(
 
諸仏の出現が得難し、という思想は，原始経典において古くから存す

Sukhの文に対応するも

Paliで、は上の(a)(b)の両文になるであろう o udumbara 

-16 -
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(優曇，優曇鉢，霊瑞〉華の警日食は，Sukh には後にもう一度現われ

(53.6-7 = W 122.14-15)，他の大乗経典でもよく用いられているが (e.

g. SP 39.8; LV 105.1)， Paliでは上記の Vvのような後期の Nikaya

に見られる例以外にはあまり認められない (udumbaraそのものは

よく知られているが，仏の出現と結び、つけて用いられることは少な

い〉。 しかし，北伝系統では比較的早くからこの警喰は説かれていた

ようである O たとえば MPS356， 394にはこの警喰が用いられてお

り，また相当の『長阿含経』巻 4I遊行経J(~大正蔵J 1巻.26頁中)な

どの諸漢訳にも，同じように認められる O したがって ，Sukhの表現

は，直接的には北伝系の部派において熟していた表現を受けたもので

あろう O

7) tena hy Ananda sPJ.u sadhu ca sUi?!hu ca manasikuru*. bha-

号i号ye'harp. te. evarp. bhagavann ity ayu号manAnando bhagavatal). 

pratyasrau$it (Sukh 5.4-6= W 12.1-3) 

* 足利木は rnanasikuruと切っているが改める。 Oxford本は切らなし、。

[Pali] tena h' Ananda sUl).ahi sadhukarp. manasikarohi bhasissa-

mi tl. eva中 bhanteti kho ayasma Anando bhagavato paccassosi 

(AN I. 227; cf. DN I. 124; M N  I. 1; SN II. 1; Sn p. 21， etc.} -- これは，仏陀が説法を開始するときによく用いられる慣用句で，原

始経典においてすでに固定していたものであることは， Pali文の示

すごとくである O 他の大乗経典においてもしばしば用いられる O たと

えば SP38.10-11; 332.8; 346.5-6 (ただし evarp.以下はな Lo cf. 

Mvy 6315-6316)参照。

8) bhutapurvam Anandatlte 'dhvanito 'sarp.khyeye kalpe 'sarp.-

khyeyatare vipule 'prameye 'cintye yadasit tena kalena tena sama-

yena Diparp.karo nama' tathagato 'rhan samyaksarp.buddho loka 

udapadi (Sukh 5.7-10= W 12.4-7) 

-17 -
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[Pali] (a) bhutapubbarp bhikkhave raja ahosi Aru手avanama' 

rajadhaniyaI!l Sikhi bhagava araharp sammasambuddho upanissaya 

vihasi (SN 1. 155) 

(b) ito so bhikkhave ekanavuto kappo yalj1 Vipassi bhagav亙

araharp sammasambuddho loke udapadi (DN II. 2， 11) 

Skt.文は Sukhにおける諸々の過去仏の中の第一 Diparpkara(燃

燈〉仏の出世を述べる文である。 Paliには，これに literalに合する

文はないけれども，いわゆる過去七仏について記せられる文の中に

は，上掲の (a)(b)のように類似の表現を持つものが認められる o

bhutapubbaI!lではじまる文は， Pali聖典における過去世物語の類型

的表現であり ，Sukhの文はそれを受けたものといってよし、。原始経

典では過去七仏の出世年代は，上掲のごとく Vipassin仏の 91劫を

最大限として有限なものと見られているが3刊しかしこのほかに過去

仏としては Dip旦rpkara仏への言及が Nikayaの後期経典 Buddha-

vaY(lsa及び漢訳では『増考阿含経』巻 11，13， 38， 40や『四分律』

巻 31などに認められ，その場合には Paliによると， I四阿僧祇百千

劫の〔前〕にJ(kappe ca satasahasse ca c且turoca asaukhiye) (Bv 6) 

とも「今より無量劫の前にJ(aparimeyye ito kappe) (ib. 66)出世する

ともいわれ，また『増壱阿含経Jcr大正蔵Jlz巻， 597頁中， 757頁下)では

「昔過去無数劫時JI無数阿僧祇劫」などといわれている制。 Sukhで

Diparpkara仏が「むかし過去世の時，いまを去ること無数劫の， さ

らに無数・広大・無量・不可思議〔劫の〕時J出世したというのは，

恐らくこうした説を背景と Lているものであろう。そして，このよう

な表現は，初期大乗経典において過去仏の出現を説く場合の型となっ

ている (e.g. SP 156.1-3， 375.9~376.1; 431.6-8; 457.2-4; Gv 380. 

21-22; Suv 174.2-4)。

9) tathagato 'rhan samyaksarpbuddho loka udapadi vidyacara早a-

sarppannal). sugato lokavid* anuttaral). puru伊 damyasarathil).臼sta

18 -

崎、、，、司払



北大文学部組要

devanarp.林 camanu号ya平arpcabuddho bhagavan (Sukh 6.20-23 

=羽T14.18~16.2) 

* 足利木に lokavidanu ttaral]とあるのは誤植。

料足利本に devanaq:tとあるのは誤植。

[Pali] tathagato loke uppajjati araharp. sammasambuddho vijjaca-

ra♀asampanno sugato lokavidu anuttaro purisadammasarathi 

sattha devamanussanarp. buddho bhagava (DN 1. 62; M N  1. 179; 

SN IV. 320; AN 1. 168; Ud 79， etc.) 

これは， いわゆる「如来の十号」を示す文であって， Skt.文

と Pali文は，十号の名称及びJI買序について完全に一致している。た

だ， Pali文では構文上 tathagata を主語として用いるのが明瞭であ

ることは注意すべきであるoPali 聖典では tathagato の代わりに

bhagavaを主語的に用いる場合も多いが (DN1. 49; II1. 76; MN  1. 

37; SN 11. 69; AN 1. 180， etc.)，いずれにしても，これによって十

号が araharp.より bhagavaまでの十の名称を指すことが明白になっ

ている。この点， Skt.文(及びチベット訳と漢訳〉は必ずしも明白

ではないけれども， Paliに準じて理解すべきであろう O なお，十号

のうち最初の部分，すなわち tathagato叶lansamyaksarp.buddhaq 

の三語のみを並記することもしばしば認められるが (Sukh9.10 etc.)， 

これもむろん原始経典以来の用法である (AN1. 22 etc.)。

10) (A) tasmin samaye sarp.mukham abhir gathabhir abhya守tavit

(Sukh 7.4=羽T16.8-9; cf. Sukh 8.21-22=明T20.12) 

(B) tasyarp. velay亘m[……]ima gatha abha伊 ta(Sukh 21.14-15 

= W 46.1-2; Sukh 41.2-3 =羽T92.3; Sukh 43.23-24= W 100.1-2; 

Sukh 64.17-18=W 148.14) 

[Pali] (a) sammukh亙 saruppahigathahi abhitthavi (Sn pp. 79， 

100， 108， etc.) 

(b) ima gatpa abhasi (MN IJ. 64; II1. 153， etc.) 

od --
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Sukhにおいてガーター(僑頭〉が説かれる場合には，上掲の (A)

と (B)の二つの型の文が用いられている O ところで， この二つの文

は，すでに原始経典において固定していた表現を受けたものと思われ

る。 Pali聖典を見ると，ガーターを説く場合には， いろいろな型の

文が認められるが，いまの Sukhに用いられている型に対応する文も

上掲 (a)(b)のごとくに認められるからである。もっとも，上の Pali

文には Sukhに示される tasminsamaye (A)及び tasya11lvelayam 

(B) iこ当たる語はないが， しかしもとよりこれらに対応する Pali語

は他に存する。たとえば， tamhi samaye…… dhamma11l deseti (Sn 

1015); taya11l velaya11l ima11l udana11l udanesi (Ud 1)とし、うごと

くである。

11) anuttara11l samyaksa11lbodhim abhisa11l-〆budh (Sukh 8.26 = 

W 20.15-16; Sukh 10.17-18， 22=羽T24.7-8，14， etc.; Sm. Sukh 

208.16-17，20) 

[PaliJ anuttara11l sammasambodhi11l abhisam-〆budh(DN 11. 83; 

MN  1. 6; SN 1. 68; AN  1. 259， etc.) 

これは「無 tなる正等覚を証得する」ことをあらわす場合に用いら

れる定型句であって， いわゆる同族目的語 (cognateobject) 的表現

をとっているが，原始仏教聖典においてすでに固定した表現で、ある O

大乗経典では Sukhのみならず，他でも広く用いられている (SP21. 

13; LV 10.14; RP 48.11; Suv 90.5-7， etc.) 

12) arthakamo hitai干y anukampako 'nukampam upadaya (Sukh 

9.14-15=羽T22.5) 

[PaliJ atthakama hitesino anukampaka anukampa11l upadaya (AN 

III. 37; IV. 265-268; cf. AN  111. 6; Ud 25) 

Sukh Vこ見られる「利益を欲し求め，哀感をあらわす」という意味

の句は Pali聖典にもそのまま対同する句を見出すことができる O

-20ー
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Sukhにおいては，他の箇所では arthakamanarp. hitai号i♀amanu-

kampakanarp.としづ表現が用いられ (4.20-21=W10.17)， さらに

他の箇所では anukampamupadaya とし、う句も用いられている (16.

5=W 36.1)。この anukampamupadaya は他の大乗経典にもよく

使われている idiom であるが (SP166. 1， 2; L V 6ム etc.)， もとは

原始経典の用法を受けたものである (DN1. 205; M N  1. 46; SN 1. 

183; AN 1. 64， etc.)o 

13) bhagavato…… tathagatasya padau 'sirasa vanditva pradak号1-

¥likrtya ...... prakramat (Sukh 9.21-22= W 22.10-12; cf. Sukh 10.7 

= W 22.18 ; Sukh 44.18-19 = W 102.6-7) 

[Pali] (a) bhagavato padesu sirasa nipatitva (Sn pp. 15， 101， etc.) 

(b) bhagavantarp....… padakkhi¥larp. katva pakkami (日;n1. 17， 

73， etc.) 

「仏の両足を頭にいだいて敬礼し，右まわりにまわって退く」とい

うのは，古代イソドにおける貴人に対する礼法である。それが，すで

に原始仏教時代において行なわれていたものであることは， Pali文の

(a) (b)が示している。

14) prasannacitta mam anusmareyus (Sukh 13.24= W 30.15) 

[Pali] pasannacitta anussaranti日1N1. 33; AN V. 132; cf. M N  

1. 210-211; AN 1. 207-211; Therag. 382-384; Aρ261) 

「澄浄な心で随念、する」としづ句は，Sukhの本願文の第 18願(来

迎引接願)に出るもので，他の諸異本にもほぼ相当句を読みとること

ができる。そして， これはまた恐らく『無量寿経』第 18願(念仏往

生願〕に示される「至心信楽」という句と連絡を持つものであるとい

う意味で，極めて重要な箇所である O ところで，これが原始経典以来

の伝統的表現を受けたものであることは， Paliに同類の句が認めら

れることによって知られる。これは浄土経典の念仏の内容が，原始仏

唱
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教と深いつながりにあることを示しているのである問。

15) civarapi早Q.apatasayanasanaglanapratyayabhai号ajyapari:;;karaiQ.

(Sukh 16.1-2 = W 34.17; Sukh 25.6-7 =羽T56.1-2) 

[Pali] civarapiI).Q.apatasenasanagilanapaccayabhesajjaparikkharehi 

(DN 1. 61;日:n1. 248; M N  1. 33; SN IV. 288; AN 1. 49; It 

111， etc.) 

これは「衣・食・住・薬」の四種の生活必需品を示す clicheであ

る。すでに原始仏教時代に出家修行者の日常生活に必要な資具として

定められていたものである O

16) satkuryamo gurukuryamo manayemaQ. pujayemaQ. (Sukh 15. 

25~16.1 = W 34.16); satkrta gurukrta manitaQ. pujita[日 (Sukh

25.6，14= W 54.17; 56.7) 

[Pali] sakkaroti gurukaroti maneti pujeti (DN 11. 74， 77; M N  1. 

29， 140， 336; AN II1. 196， etc.) 

「恭敬・尊重・尊敬・供養J(sat-〆kr，guru-〆kr， 〆man，〆puj

という四つの同義語を列挙する表現は，Sukh ~こは二度現われるが，

これは他の Skt.経典にもしばしば認められるものであり (SP225. 

6-7; 302.14; 395.7; Suv 68.2-3; 83.11; Mv II. 119.9; MPS 112， 

122， 360， 408， etc.) ，湖つては上掲のごとく Paliで慣用化されてい

た表現で、ある。 Paliでは，この四語にさらに apacayati(尊崇する)

を加える用例も頻繁にあり (DN1. 91， 116; II1. 84; M N  1. 126; AN 

1.109; Ud 6， 12，30，43，72， etc.) ， これも Skt.経典に受けつがれ

ているが (Mv1. 34.2; 57.9， 14; SP 227.10， etc.)40)， ただし Sukh

にはかかる用例はない。

17) sadevakasya lokasya samarakasya sabrahmakasya sasrama早r

brahma平ikayaQ.prajayaQ. sadevamanu号亘surayaQ. (Sukh 23.19-21 

ηr
“
 

つ，“
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=羽T52.6-7) 

[Pali] sadevakassa lokassa samarakassa sabrahmakassa sassama平r

brahma♀iya pajaya sadevamanuss亙ya(DN III. 135; cf. DN I. 62; 

MN  I. 108; SN I. 160; AN I. 259; Sn p. 48， etc.) 

これは「一切の世界」をあらわす慣用句で，原始経典にすでに成立

していたものである o Skt.文は Pali文と比較すると， I沙門@ノミラ

モ γを含む」という表現に nikaya(集まり〉の語を加えている点，及

び「神々と人々を含む」としづ語に， さらに asura(阿修羅)を加え

ている点に増広が見られるほかは全く一致する。大乗経典では，この

Sukh と同じ文を用いるのが一般的であるが (SP21.7-8; 166.14-

15; 173.10-11; Suv 9.17-18)， Pali とほぼ同型文を用いる場合も

ある (e.g. LV 3.5-6)。

18) subharaq sUPO!?O匂ecchaq* sarp.tu号tal).(Sukh 24.5-6= W 52. 

15-16) 

* Oxford本，大谷本による。

[Pali] subharataya suposataya appicchassa santutthassa (Vin I. 

45; II. 2) 

いわゆる「易満・易養・少欲・知足J(cf. Mvy 2370-2377， 2937)を

あらわす clicheである。 Paliでは律に相当句があるが Nikayaに

は見当たらぬようである。しかし，これに類同する句は認められるか

ら (e.g.MN  I. 13: appicchataya santunhiya sallekhaya subhara-

taya) ，原始仏教時代に大体固定した表現と見てよいであろう O

19) sarvalokabhirupas cabhut prasadiko dar白niyal).paramasubha-

varl)apu号kalatayasamanvagataq (Sukh 25.22-24= W 56.13-14) 

[Pali] abhirupo hoti dassaniyo pasadiko paramaya va早早apokkha-

rataya samannagato (DN I. 120; cf. Vin I. 268; DN 1. 114; MN  

II. 165; SN I. 95; AN 11. 86， etc.) 

Sukhの文は Dharmakara菩薩の容姿の端正を表わす文で、あるが，

η
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P主主ではこれに対同ずる文が， ui 

それは仏陀、'1rはじめ，バラモン，王族，

ごとく

良家の子，

いる 0，

長、，

総じて人の容姿のすぐれて焚しいことを示す場合に用いられている O

パラモ γの特設として五つの条項をあげるとき，その一つにこの for幅

mul設を数えている点からも (DNI. 120)， これが療始仏教時代に議

定 Lた表現で、あることが知られる O

ところで， Skt.文と Pali文とを対上ちしてみると， ovarc.apu号kala-

tayaと va添 加pokkharataya との間に， 躍り方のお違があることに

ら;tLるoPTSD (8. v. pokkh乱rata)によると， pokkharata v玄

関 kkhara(蓮華)からられた語であり， splendidne:昌弘 flowεr-lik告ness.

の意味に解され， BHS の pu~kalat立は，もし Pãli から作られたも

のとするなら，明らかに misconstructionであると記している。し

かし， これに対しては，すでに Edgerton(BHSD， s. v. pu号kalat註〉

しているように，直ちにそのように見ることはで、きない。これ

は Cl.Skt.一般に用いられる p時ぬい〈すぐ、れた，見等専な〉から作ら!

ると晃ることができるからであるoSkt. iム典には，いまの

Sukhの煎餅ばかりでなく，他にaも pu::;kalat設を沼いる例が多く認、

められる (λI[vI. 196.20; 江.422.2， 432.15; Divy 222.21; A汐 11.

202.13; Suv 175.5; Bbh 61.18; Lai治 225.8; cf. Mvy 5219)。
そしてこの点からみれば， Pa.liの pokkhara誌はむしろ pu号kalat訟

の I漁民constructionであるかも知れないc後代の Buddhaghosa も

pokkara憾な誌記して sundarabhava(美裂の状態〉の意であると

し，古註釈家たおが pokkharaな sarir呈〈身体〉の章、に解すること

もあったと言立している (Sumangala官ilasini1. 282与

を「運筆Jと関係づけて解していないので、ある。

ち， こまし

しかし， BHSの文載さど克ると，この P議長語とi可じ形の pu寺ka主討を

も毘いられている。上掲の Sukhの場合も， Oxford本によるとそう

なっており，その{患の経典にも間 ζ罵倒が見出される (Mv1. 352.16; 

SP 263.7; LV 140.11ん したがって， BHSにおいては pu号karata
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と pu守kalataの二つの形が用い

よりも Sanskritizationが進ん

いたことになり， 読者は前者

しているのかも知れなし、ぃ

家の Sukh も見ても，足締本と同じ形をとっている写本もあ

50.23 ;京大本会1b 7)，また Oxford本と同じ形を

とっているものもある (Bib‘本 26丘 4;Bir本 15a銭。チベット訳

(261♂おに khadog bzau po ryas pa mchog da会 ldanpa 

ぐれて拡大に最襲撃をそなえている〉とあるのは， pu号kalat誌の所併に

もとづいた翻訳であろうくゆえに，荻原博士はこのチベット訳と

もとづいて足利本のごとく じている〉。

20) [SukhゑV設tin歪malokadh議tur]rddha ca sphH詮 C呂 3王寺emaca 

subhi1王寺議 ca ram品l)iyac註 b昌hudevamanu号y詰cirl)aca (Sukh 30.2-4 

山 W 66.17~68.1) 

[Pゑli] [Kusavati.…日主註jadhani]iddha c'eva ahosi phita ca bahu-

jana ca aki料品m乳nussaca subhikkh註 ca(DN II. 146-147， 170) 

Sukhの文は極楽の櫛写の最初に出てくる表現で、あるο 異本

ベット訳と にしか担当文がないけれども，こ

る表E誌は，他の初期大衆経典にも認められるから (AsP485.15-16 ; 

る05.14; SP 65.9-10)， 当時慣用fじされた えることが知られ

る。ところで，これは Paliにおいて上揖の Kus互刊行玉城について

述べられる文とほぼ対関するから，古く察始仏教時代に成立し

ることが知られる。この P設li文に相当する Skt. 回収され

ているが，それによると [Ku住vatトー…]rddha ca sphi泌 cak号ema

ca s(ubhik寺泊 c計cïr l) abahujan註manu~yã ca)とるるから (MPS304; 

.cf. 102， 104， 106)， Sukhの淡揖にー緩近くなっている。これと同じ

文は Divy315にも認められる。 Pali塑典では………(

や地方(恥j必ana冶ap伊ad出乱心〉の繁栄.股賑てなkあらわづすP場合には，

の subhikkhaca合!徐いた文を荊いるの るから (DN1. 211; 

λ1N 1.377; A N立I.215， etc.) ， この formulaはかなり台くから国
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定していたものと思われる。

21) srotendriy忌bhasam*agacchati (Sukh 35.1-2 = W 78.7; cf. Sukh 

36.4-5= W 80.8-9**); srotrendriyasyabhasa11l判事*nagacchati (Sukh 

36.5-6 = W 80.9-10); 釘otravabhasam agacchati (Sukh 48.1 = W 

110.18; cf. Sukh 63.22料**= W 148.1); cak1?u科料料水 abhasam 

agacchati (Sukh 48.4 = W 112.2) 

ヰ 足利本は京大本とチベット訳によって，これを srotendriyanaI)l

bh亙samと改めているが，その必要はないであろう。底本は Oxford

本，大谷木とも一致している。

料 Oxford本のこの箇所では srotendriyavabhasamとする。 大 谷 木

も同じ。

料* Oxford本では Osyavabhasamとする。大谷本も同じ。

ホ***

***** 

足利本のこの箇所では srotavabhasamとする。

Oxford 本及び大谷本による。足利本で cak~u~ãbhãsam とあるのは

誤植であろう。

[Pali] [cakkhuvinneyya rilpa] cakkhussa apathal1l agacchanti .. 

[sotavinneyya sadda…… manovinneyya dhamma] manassa apa-

tha11l agacchanti (Vin 1. 184; SN IV. 160-162; AN III. 377-378; 

IV. 405; cf. MN  1. 190) 

耳もしくは耳根(聴覚器官ないし機能〉に音が聞こえ，あるいは眼も

しくは眼根にものが見えることを表わす場合，Sukhでは「耳(根〕

あるいは限の範囲 (abhasa，avabhasa)に達する」としづ表現を用い

ている。ここで「範囲」と訳した亘bhasaもしくは avabhasa(Sukh 

では両者が混用されている〉という語は，元来 splendour，light， 

appearanceの意味であるが， Edgerton (BHSD， s. v.)にしたがって，

range， scopε の意にとったのであるO このような Sukh の用例は，

Edgerton (ib.)が指摘しているように，他の Skt.仏典にも多く認め

られるカミら (abhasa: Mv 1. 6.3; Sik'i 128.13; 129.3; 151.10; 

avabh且sa:KP 105.8; Lank 192. 10， etc.)，北伝系統では一般に慣

用化されていたものと見られる O
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ところで，この標題匂に績協の表現が?討iには眼・ヰ・

-意の六設について説かれている。ただ， きは， Paliで

はめ同sa(P孟li:ib.)， avabhasa 同 li:obh亘sa)は湖いられず，北わ

りに註pゑthaとしづ館が潟いられている。 PTSDや CPDによると，

この詩には sphere，range， field等 ているが， etymology 

は必ずしも明確には知られていなLバ )0 Skt.仏典が， こ

これに代わる他の言語を用いるようになったのは，こう

容によるのかも知れない。

L 、

22) na bhasate na tapatげ naviroむate(Sukh 38.22， 24蹴 W 86.12-

13， 14-15); bh義路mana!p.t却設悦a!p.virocamana!p. [vibhrajamana1p] 

(Sukh 55.26戸川T128.11) 

ホ Oxford *，大谷正容は tapateとする。

[Pali] bh誼sateca tapate c註 virocatic乳 (SN1. 65; III. 156; V. 

44; AN  1. 181ラ 242;It 

「光つ鰭'd照らすJという三つの語を羅列する clicheは Sukhで

いられているが(一度はさらに vh/bhraj も加えて

する)，これは P霊長におし、てもしばしば翠められる〈諮実在にあげ

た Paliぢとにも罷められるが，その場合は Sukhに 句はない〕。

P孟li聖典では上掲のほかに， bhasati c乱 t時 計ica virocati ca (MN 

I. 317; 11. 33-34， 41)という形~あり主た時には na tapanti na 

bhasanti na virocanti (Vin II. 295-296)というように翠売を変えて

いる場合もある。 なお，SN III. 156 の virocati はー写本による

と VlfOC乳総とあるが，ここの形詑他に現われることはない。

23) ima1p ……設rthavasall1水 器技!p.pa主yantas (Sukh 43.14出玖T98. 

12); idam arthavasa!p. sa!p.p註重y設m議na[l;1](Sm. ~ヲ泌会h 202.19) 

* Oxford本，大谷本による。

[P吾li] ima1p (or ida!p.)…… atthav丘sa1pS設mp丘ssamano(Vin立 184;
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DN 11. 285; SN I. 183; AN II. 240; Ud 19， etc.) 

これは，道理・意義を認識することを表わす句で，Sukh と Sm.

Sukhの両方に一度ずつ見出されるが，すでに古く Paliで慣用化さ

れていた表現である o arthavasaは BHSで， P孟li の atthavasaに

対応し， ともに reason，motive， cause， purpose などの意を持つ

(PTSD， CP D， BHSD)o Sukhの足利本によると， arthavasarp.とあ

るが，その註記を見ると， I京本に artharp.vasarp.とあるのを Mvy

6685を参照して改訂したようであるから，多分 arthavasarp.の誤植

であろう。なお，Sukhの sarp.pasyantas(大谷本も同じ。 Oxford本

は sarp.pasyaとする)に対同する Pali形は sampassantoであるが，

この Parasmaipada/ Parassapada形はいまの Paliの慣用句には用し、

られていなし、。すべて Atmanepada/ Attanopada形であるO この点

Sm. Sukhの形のほうが， Paliとよく合致する O

24) ko…… hetu1; kョ1;praty品yo…… (Sukh57.19-20=羽T132.15; 

cf. Sukh 46.4=羽T106.5) 

[Pali] ko…… hetu ko paccayo (DN I. 144; M N  I. 25; SN II. 

224; AN I. 55; Ud 50， etc.) 

BHSには原因・理由を示す場合に，前例とは異なって幾つかの語

を同義的に列記する idiomが存するが42) Sukhには hetu(因)と

pratyaya (縁〉とを並記して理由を問う用例が認められる。これは，

他の大乗経典にも認められるものであるが (SP8.5; 34.1; 240.8)，古

く原始仏教以来の伝統的用法であることは，上に示した Pali文によ

って明らかである O ちなみに，このほかに理由を問う表現としては

Sukh (4.11， 16; 28.6; 40.20; 42.4; 54.16; 63.3)には tatkasya 

heto1;がしばしば用いられ，Sm. Sukh vこは tat kasmad dheto1; 

(200.1; 202.8)， kena karal).ena (200.15， 20)が用いられている O この中

tat kasya hetol;tは Pali でしばしば用いられる tarp. kisssa hetu 

(DN I. 18; MN  I. 1; SN II. 24; AN I. 8; It 91， etc.)という句に
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対向ずるも ろう時〉。

25) avakalpayanty abhisraddadh設ty adhimucyante (Sukh 58.4叩 5

出現T134.6) 

[PaliJ sadd註hamiadhimuccami okappemi (Siam告患を CNd 310); 

saddahanta okappent註 adhimuccanta(MNd 62) 

「信ずるj ， Sukh の

ることがある。このや， abhisraddadh高校 (3pl.)は， 1替の原語とし

てイ γ ド…殺で最も普通に用いられる srad網干/dhaに詰築学 abhi-をど

問。したもので r信ずるj ないし「深く信ずるj という:意味を表わす

語である。 これに対して av註kalpayanti (信紙する〉と adhimuc鳴

戸試合(信解する，勝毒事ずる〉を信の意味で遣いることは，イ γ ド

般の文献には認められないもので，仏教独自の用法であるc BHSに

る用例の若手は，すでに Edg巴rtonによって採集されているが

(BHSD)， Sukhとしては，Sm. Sukh の石山寺本に品vakalpayatha

(2 pl. Im pv .)という語念公addadhad hvarr-と符義語的に用いている

の られる 44)。

ところ"で， このように異なった主主つの絡を並列する例は， P孟liに

おし、ても認められる。、ただし，それは上記のごとく CNd，MNdとい

うような Nikaya議期の註釈文献においてであるO しかしそれ以前の

比較的古L Nikayaにおいても， adhimuccatiについては，こ

れを saddahati と並用?る例jが少なからず見出されるから (e.g. SN 

III. 225-228)，かかる用例の一斑は懇始仏教時代まで擦ることができ

るcokappeti (=品vakalp註yatちもこの語そのものは原始聖典に用いら

れていた語であるがJこだこれを saddahatiと波用ずる錦はラ上掲の出

兵が初出のようである。 okappetiと問機根の名銭形 okappan設は， ，弓

じく初期弼毘逮務文献 (CNd303; Dえs10， 12 etc.; Vibh 123)はお

いては，総ddhaの定義に議いられており，これは北伝の輪二議につい

ても同じと見られるから，部派仏教の初期時代にはすでに信と i可義語
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的に慣用化されていたものと思われる o Sukhにおける用法は，恐ら

くそのような伝統的慣用を受けたものであろう O

ちなみに ，Sukh及び Sm.Sukhにおいては，信をあらわす語と

しては，このほかに prasada(Sukh 18.11; 42.7; 43.3; 59.20; 62. 

・12; 64.26)， prasanna (13.24; 42.15; 51.15)， pratIyati or pattiyati 

(Sm. Sukh 204.5 ff.) も用いられているが，それらもまたそれぞれ対

同する Pali語 (pasada，pasanna， pattiyayati)があり，原始仏教ない

L部派仏教の伝統を受けたものと見られる的。

26) rajnal; k号atriyasyamürdhabhi~iktasya* (Sukh 58.20= W 134. 

17) 

* Oxford本，大谷本による。

[Pali] ranno khattiyassa muddhavasittassa (Vin IV. 160; DN IIL 

69; MN  1. 231; SN IIL 144; AN 1. 106， etc.) 

「濯頂を受けたクシヤトリヤの王」としづ表現は， Pali以来の伝統

的表現を受けたものである。もっとも， I濯頂を受けるJ(murdhabhi-

号iktaor murdhavasikta) とL、う語は，イ γ ドの叙事詩時代には，

主の即位を表わす場合に一般に用いられていたもので (e.g.MBh 4. 

6. 6; 7. 125. 10)，別に仏教独自のものではなL、。 しかし，Sukhに

おける上記の句は恐らく原始経典以来の慣用句をそのまま受けたもの

といってよいであろう O 足利本によると， murdhabhi号iktasya は

murdhnabhiO とあって ，murdhanの instrumental caseに解され

るが， Skt.としては Oxford本，大谷本のように合成語にとるのが

一般的であるいf.Mvy 3672)。 しかし BHSD(s. v. -murdhni or 

Ona)には，合成語の後分であるけれども， murdhna (or Oni)という

名詞形が一例あげられているから (LV 432.13)，もしこれに準ずるな

らば murdhnabhiOとしづ読み方は，BHSによる合成語と見なしう

るであろう O

なお， Paliの mudd ha vasi ttaの avasittaは Skt.abhi号iktaとは異

ハ
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なるが (avasiktaに当たる)， Paliでもピノレマ写本には abhi号iktaに当

たる abhisittaが用いられていることが多い (Footnoteson DN I. 

69; II1. 60; AN 11. 87， etc.) 

27) tasya ca tatra paryankal; prajnaptal; syad anekago平ikastlr早as

tulikapalalika *stlr♀al;料 kali白gapravaral)apratyastara♀al;*** sotta-

rapatacchadana ubhayantalohitopadhanas citro darsaniyal; (Sukh 

59.1-5 = W 136.6-8) 

*足利本の opalalikaO
を修正する。

** この語の次に， 足利本では kacilindikasukhasaIJ:1sparSalJとあるが，

Oxford本，大谷本，チベット訳によって削除する。

*** Oxford木，大谷本による(荻原博士の訂正を加える〉。

[Pali] tatr' assa pallanko gOl)akatthato patikatthato patalikatthato 

kadalimigapavarapaccattharal)o sa-uttaracchado ubhatolohitakupa-

dhano (MN 1. 76; AN 1. 137; cf. DN 11. 187; SN II1. 144; AN 

II1. 50; IV. 94， 231， 394) 

これは，長椅子 (paryanka，pallanka)の説明文であって， Skt.文

と Pa1i文とが対同することは明らかであるoP亙liでは，上に類似の

文が「高い臥床・大きな臥床J(uccasayana-mahasayana)の形容にも

用いられており，その場合には， Skt 文に見られる tulikaという語

も見出される (pallankogo早akocittaka patika patalika tu1ika…-

kadalimiga 0 ……: Vin 1. 192 ; II. 163， 169; DN 1. 7， 65; AN 1. 

181)。

ところで，このような Pali文と対比すると， Skt.文における難解

な語も解明できそうであるO まず，毛布 (go早ika，Pali: gOl)aka)， 

綿布 (tulika，Pali: ib.)は問題ないとして，次の pala1ika は難解な

語であるO これは， Oxford本によると parl)aka(羽毛〉とあり，大

谷本 (124.15)や Bir本 (35b 3)，京大本 (62a 2)では varI，laka (織

布〉 とあるが， チベット訳 (312.1)に pa-la-li-ka と音写している点

からみると，足利本の palalika(足利本はチベット訳によって底本を

噌
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P乱[la]likaと擾原するが，これは pa[la] likゑとするほうがよいで怠

ろう〉の所倍のほうによく合ずる。ところでラ これは Fali文と対比

してみると，恐らく pa!alikaに当たるものと考えられる。こ

よって f花模様を刺繍した毛布JI花毛髭j と解されているも

のである (Sumaえgαlavilasini1. 87: patalika ti ghana予upphou怒りか

mayo attharako so amil誌設予attoti pi vuccati)。 きは DN

11. 182に翁たる MPS36; 326にも palalikastrtal).とあり，出版者

E. Waldschmidtは Fa1i して46) これた patalika.O

している。同じように，Mv 11. 115.16 には ph設likastara平a とあ

り，英訳者J.J.J凶器s(The Mahav倒的， 11. 112. n.)は，これを pa帯

!alikaO に読解している。したがって，いまの Sukhの palalik最も，

もとは p設talikゑとあったの

本や大谷本などの所{去は，こ

したものであろう

したと見ることができょう oOxford

由来を見失ったために，

， 問題となるのは kaliIJ.gapr設問主将乱pratyastaraJ;laであるO

これは「メI!l シガ産の覆いと覆物j されるが， F凶器の ka鴫

dalimig昭丘var註paccatth乱raJ;laくカダ!l-鹿の畿上の覆物〉と

かなり異なっている。しかし持者な対比してみると，言葉の上で認す

こぶる類似しているから，どちらかが艇設した形であると考えられ

るo 1カリンガ産の覆いJというのは，イ γ ドでは飽に知られること

がないのに対して， 1カダリ{鹿の皮J47)のほうは知られているから

ー毅的とみてよL、。とすると，これは，恐らく Pa.li語の形のほうが

もとではなかゆたかと推測されるoFaliの kadalimig設が，恐らく

の上で k塁li会仰と混同されたのではなかろうか。次に Skt. の

prav設raJ;la(覆い)は Faliの pavara(最上の〉に対向するが，意味

誌全く異なるO しかし，これは Skt.で prav註ra(最上の)とすべき

ところを pravaraJ;la よ改悲したと見れば，解釈がつくであろう。

Skt.では pr註時間引は次の pr斜角stara早a (礎物〉と罰

ってしきって，不自然である。 の所伝で}主計i勾apravaraJ;la
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とのみあって， pratyastaraJ;laを省いているのは， この不自然さに気

づし、たためかも知れなL、。しかし，これは Paliの paccattharaJ;laに

対同するもので， もとは Oxford本や大谷本あるいは Bir本 (35b 3} 

京大本 (62a 2)にあるように存在したものと考えられる O

このように見てくると ，Sukhの文は Pali文の転靴と考えられる

が，しかし北伝系統では Sukhの表現のほうが古くから一般的であっ

たらしし、。まず，MPS 36; 326には kalingaprava[ra]-pratyasta島

ra平吟とあって ，Sukhとほぼ一致する (prav互ra= pra varaJ;la)。また

MSV 1. 36.20にも kalingapravara-mrdusarp.spar勾ni (カリンガ

産の覆いのように柔かい感触のある)とあって，やはり類同してい

るO さらに漢訳を見ると， u雑阿合経j264経 cr大正蔵J2巻， 68頁上〉

に「迦陵伽臥具J，u中阿合経』巻 11，巻 14，巻 34cr大正蔵J1巻，

469頁中， 516頁中， 646頁上〉に「加陵伽波恕羅波遮悉多(または日多〉羅

那」とあって， kali白gaの所伝を支持する。なお，チベット訳では，

Sukh の場合には ka-lin-ka (312.1)と音写しており， これは前記

MPS 327のチベット訳でも同じであるから，やはり kali凸gaを訳

したものと見られる。したがって，この語については，北伝では恐ら

く部派仏教の早い時代から南伝の Paliとは異なった伝承もしくは読

解をしてきていると考えられる。しからば Sukhの文はこの経典にお

いて始めて転靴したので、はなく，すでに古くから北伝系に伝えられた

慣用句を受けたものというべきであろう O

28) virajo vigatamalarp. dharm匂u dharmacak~ur visuddharp. 

praptam (Sukh 66.2-4昌明T154.1-2) 

[Pali] virajarp. vltamalarp. dhammacakkhurp. udapadi (Vin 1. 11; 

DN 1. 110; MN  1. 380; SN IV. 47; AN IV. 186， etc.) 

これは，遠塵離垢の法眼すなわち阿毘達磨の説でいえば，預流果を

得たことを表わす文である。 Skt.文と Pali文とは全同ではないが，

つながりを持つことは明らかである O この Skt.文は，大乗経典では

q
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慣用化されて用いられている (e.g. SP 471.3-4; LV 36.10)。

29) anupadayasravebhyas* cittani vimuktani (Sukh 66.4-5 = W 

154.2-3) 

* 足利本の anutpadaya。を O:xford本，大谷本によって改める。

[Pali] anupadaya asavehi cittani vimuccirp.su (Vin 1. 14; DN  I1. 

35; MN  II1. 20; SN I1. 187; AN 1. 240; Sn p.149， etc.) 

これは「取著なくして諸漏より心が解脱した」ことを表わす cliche

で， Pali においてすでに固定していたもの。原始仏教において解脱を

表わす型としては，最も古いものと考えられる。 Skt.仏典では，大

小乗を通じてしばしば用いられている (Divy655.4; Mv 1. 329.19 ; 

III. 67.1; 337.4; 338.20; SP 179.17; RP 59.19; KP 138.2 ; 

145.2)。

30) pu号kar匂ya1).……時ta企gopetavariparipur平亘1).samaurthikal}* 

kakapeya1).料 (Sm.Sukh 196.14-17) 

* 石山寺本及び他の悉曇本による。木村本も同じ。

料 O:xford本，石山寺本ともに kakapey亙とあるが，荻原本の修正にした

がう 48)。木村本も同じ。

[Pali] pokkhara引…… pura(or pUl)l)a) udakassa samatittika ka-

kapeyya (MN III. 96; SN II. 134; V. 460; AN  II1. 28) 

Sm. Sukhの文は， i極楽の蓮池の描写の中に出てくる一節である

が，羅什訳では「八功徳水充満其中」とあり，玄英訳にも「八功徳水

弥満其中，何等名為八功徳水，……」とあって，細部では合しなし、。

しか七，チベット訳 (344，3-4) には yanlag brgyad dai:t ldan pal).i 

chus yoi:ts su gai:t ba / rin po chel).i padmas khebs p旦/bya rog gis 

btui:t du rui:t bar kha da chad49
) du gyur pa (八つの特性をそな

えた水が充満し，宝石の蓮華によって覆われ，烏が飲むに適するよう

〔水が〕ふちまで一杯になっている)とあって， Skt.文にかなり近く

d
生qo 
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なっており，また対応の Pali文が示すように，ほぼ同文が Pali聖

典の処々に認められるから，恐らく Sm.Sukhの原初形態からあっ

た文と思われる。 Pali文は，上例の蓮池についてのほかに，さらに

Gangaとか Aciravatiのような河 (nadl)について述べられる場合

(Vin 1. 230; DN II. 89; MN  1. 435; Ud 90， これらの箇所では

udakassaの語を欠く〉及び水瓶(udakamaI).ika)について述べられる場

合 (MNII1. 96; AN III. 27) とがあり，広く用いられている慣用句

である O

ところで，こ‘こで問題なのは， samatirthikaQ. kakapeyaQ. / samati-

ttika kakapeyyaという語である。 samatirthikaQ.は Oxford本によ

ると， samatirthakaQ.になっているが，石山寺本をはじめ，すべての悉

曇本にはかかる形はない cr悉曇阿弥陀経JI19頁)0 Pali との対比か

らすれば， samatirthikaのほうが samat1rt hakaよりは Palivこ近い。

しかし，さらに言えば samatittika よりは，むしろその varialectio 

である samatitthikaのほうに一層近し、。この形は主としてピノレマ系

の写本に見られるものであるが (v仇1.230; 1V. 190; Footnotes on 

DN 1. 244; 11. 89; Ud 90; Vism 170)， Edgerton (BHSD)は sama-

tirthikaに対比して，このほうを正しい形と見なし， samatittikaは

恐らくその corruption であると述べている。では，この samatir-

thika / samatitthikaの etymologyはどうであるかといえば，これは

イγドにおいて古来霊場として重要視された tirtha(bathing ghats) 

に関係を持つ語であり 50) 恐らくもとは河や池の tirthaのあるとこ

ろまで，すなわち水浴場の岸の階段の高さまで水が等しく水平になっ

ていることを表わしたものと見られる O この語とともに用いられる

kakapeya / kakapeyya もイ γド一般に知られている語で (Kiisikii2. 

1. 33; Siddhiinta K. 696: kakapeya nadl)，烏が岸辺にとまって飲め

るほど水が一杯に溢れていることを表わしたものと見られるから，こ

のような語源解釈とほぼ対応するものといってよし、o Sm. Sukhの漢

訳二本には相当語を欠いているが，DN I. 244に相当する『長阿含経』

戸
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cr大正蔵J1巻， 106頁上〉に「其水平岸，烏鳥得飲」巻 161三明経」

このような解釈を支持するものであろう Oとあるのは，

ただ注意すべきは，以上は Sm.Sukhの文に即して考察したのであ

これによって samatirthika/ samatitthikaの語源解釈が解決さって，

とくに Paliの語源については問題が多くれたとし、うわけではない。

sa口la-まず Paliでは全体として見れば，というのは，残っている O

まtitthikaよりは samatittikaの形のほうが多く用いられているし，

これを簡たセイロン写本では常に samatittikaを用いているから 51)

の用法をまた samatittika単に corruptionと見ることはできなし、。

学
見ると，先の語源解釈では説明がつかぬ例が出てくる O すなわち，先

にも触れたように， samatittika kakapeyyaは，単に河や池の水ばか

りでなく，水瓶の中の水が縁まで一杯になっている場合にも用いられ

これは河や池の水の形容の拡大・転用であると見てし、る O もっとも，

しかし，他方 samatittikaは (kakapeyyaと切ることヵ:で、きょうカし

り離して単独に用いられるのではあるが)，単に水に関してではなく，

1V. (Vin 鉢の中に食物を縁まで一杯に入れる場合に用いられており

またある場合には糞坑 (guthakupa)の充190; MN  11. 7; Mil 213)， 

満した状態についても用いられている (ANIII. 403)。これらは sama-

とL、う語が，先の tirthaの解釈を拡大・転用したものとは言

むしろ tittikaくtrptika(satis-

tittika 

これは，い切れぬことを示している O

samatrptika / samatittika faction)の関係を想定せしめるものであり，

(等しく充ちたりた〉としづ語源解釈を可能にするのである問。

padmani jatani nilani nilavarl).ani nilanirbhasani nilanidarsa司

nani， pitani pitavarl).ani pitanirbhasani pitanidarsanani， lohit孟m

lohitavarl).ani lohitanirbhasani lohitanidarsan孟ni，avadatany ava-

31) 

datavar早anyavadatanirbhasany avadatanidarsanani， citra早 citra-

var手亘nicitranirbhasani citranidarsanani (Sm. Sukh 198.1-6) 

nilavannani nilanidassanani nilanibha-

6
 

no 

rupani…… nilani [Pali] 
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sani ...... pitani pitaval).l).ani pitanidassanani pitanibhasani . 

lohitakani lohitakavannani lohitakanidassanani lohitakanibh且sani

…… odatani odataval).l).ani odatanidassanani odatanibhasani (DN 

11. 110-111; II1. 260-261， 287; MN  II. 13-14; AN  1. 40-41; 1V. 

305-306， 349; V. 61-62) 

Sm. Sukhの文は，極楽の蓮池の蓮華が青・黄・赤・白・種々な色を持

つことを形容したものとしてよく知られている。これに対応する Pali

文は「八勝処J(attha abhibhayatanani)の説明文に出てくるもので，

現在その Skt.断簡も回収されている問。 Pali文を Sukhに対比し

てみると cit尚早i…… citranid紅白naniに当たる句だけはない。漢

訳では，羅什訳では単に「青色青光，黄色黄光，赤色赤光，白色白光J

とあって，やはりこれに当たる勾はなし、。 しかし，チベット訳 (344.

13)には bkraba / kha dog bkra ba Q.od bkra ba Q.byun ba / bkra 

ba lta bur ston pa (雑は，雑色，雑光を生じ，雑のごとくに見える)

とあるから， Skt.本と同じである(ただし， チベット訳ではこの前

文に Skt. 本にはない金色も加えている〉。玄焚訳に「四形四顕四光

四影」とあるのもこの句に当たるものと考えられるが，しからば，こ

れは citr昌平iを catvariと誤伝もしくは誤読したものであろう。

32) tasa111 ca tala開会ktina11l tqa11l ca ki白ki平ijalana11lvaterita-

na11l valgur manojnaQ. sabdo niscarati (Sm. Sukh 200.6-7) 

[Pali] (a) tasa11l…… talapantina11l vateritana11l saddo ahosi vaggu 

ca rajaniyo ca kamaniyo ca madaniyo ca (DN 11. 171) 

(b) tesa11l…… kinki平ikajalana11lvateritana11l saddo ahosi vaggu 

ca rajaniyo ca kamaniyo ca madaniyo ca (DN 11. 183) 

Sm. Sukhの文は，極楽において「ターラ樹の並木」と「鈴の網」

が風に吹かれて妙音を出すという描写である。 Sukhにおいても，極

楽の樹 (vrk~a) について， これと同様な描写があるが (32.19-21= W 

72.20~74.1; cf. 47.25-26= W 110.15-16)，いまは Sm.Sukhの文

ヴ
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によって示すと，上掲のごとく，これに対応する Pali文が見出され

る。 (a)(b)ともに DN17 Mahiisudassana・s.に見出されるものであ

るカし MPS308， 328， 332によると saddoahosi vaggu ca rajaniyo 

ca kamaniyo 四 madaniyocaとある部分は ayamevarp.rupo mano-

jnalJ匂bdoniscaratiと復原されている。すなわち，Sm. Sukhの文

と一層類似している。恐らく北伝系では，このような表現が多く用い

られ (e.g. Mv I. 194.14)，それが Sm.Sukhに受けつがれたもので

あろう O

ところで，Sm. Sukh では，上掲の文に引続いて “tad yathapi 

nama Sariputra koti匂tasahasrangikasyadivyasya turyasya caryai与

sarp.pravaditasya valgur manojnalJ sabdo niscarati……" (シヤーリプ

トラよ，たとえば何百・何千・何千万種類から成る天上の楽器が，聖者たちによ

って合奏せられたときに，美わしく快い音が流れ出てくるように……〉 という

文が出てくるが(同様な文は Sukh 34.18-20 = W 78.2-3 にもあ

る)， Paliでも同じように上掲の (a)(b)には，ともに引続いて“seyya-

tha pi Ananda pancangikassa turiyassa suvinitassa suppatipatali-

tassa kusalehi samannahatassa saddo hoti vaggu ca rajaniyo ca 

kamaniyo ca mad旦niyoca …・・・"(ァーナンタよ，たとえば五種類から成る

楽器で，よく練られ，よく調整されたのが，名手たちによって合奏せられたとき

に，美わしく快い好ましい悦惚とする音が出るように……〉という文が出て

くる O 両者を対比してみると，文章的にはそれほど類似してはいない

けれども，趣意、においては全く合致するものであることが明瞭であろ

うO

33) (A) idam avocad bhagavan亙ttamanaAjito bodhisattvo ma-

hasattva ayu害marp.scanandalJ sa ca sarvavat1 par号atsadevamanu-

:;;yasuragandharvas* ca loko bh旦gavato bha号itam abhyanandan 

(Sukh 66.24~67.1 = W 156.5-7) 

* Oxford本では sadevamanu手昌suragarugagandharvasとある 0，

(B) idam avocad bhagavan attamana* ayu号man Sariputras** te 

-38一
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C設 bhik~avas te ca bodhisattval]. s設devam加 u号立suragandharv証言 ca 

loko bhag且vatobha9itam abhyanandan (Sm. Sukh 210.1-3) 

'" :fi Jll寺本による。

ネネ :fiJll寺本では晶yは!?m立与量 chariputra(?op立trasiとする。

[P亘liJ idam avoca bhagavふ attamaぉ量 殺 bhikkhubh設gav設tobh互-

sitaf!1 abhinanduf!1 (DN 1. 46; MN  1. 6; SN 1. 157; AN I. 276; 

Sn p. 149，邑tc.)

れは，経末 って，Sukh (A)と Sm.Sukh (B) 

示されているが，その由来が諜始経典にあることは， P亙li

交の示すごとくで、ある o Pali文に対比すると， Skt.文は，比丘たち

ばかりでなく，藤たちゃ 7神々・人々・プスラ・ガソダノレヴアたち

ものたち」が歓喜したことを記しており， Pa1iより

しているが拘， これは大衆経典一般に溜ずる表現であり

(e. g. AsP 529.9-10)，珍しいものではない。ところで， Skt.文の読

解にはーっ関惑がある。それは， attamana ~ bhagav註れにかけて

か，それとも会衆 (Sukhは Ajito以下 ，Sm. Sukhはゑyu，?働

主主1ゑゑ Sariputras以下)にかけて読むべきかということである。これ

を Pali文について見ると， attam拙設はれのm.pl. m.でおるから，

bhagav誌にはかからず， te bhikkhuにかかることは明治であるくゆ

えに PTS絞では常に bh各部vaで切っている〉。だから， attamano 

とLづ単数形が用いられる場合でも， bhag創設にかけることがない。

たとえば，“idamav併 設 bhagavゑ.ばねmanoKevaddho gahatiputto 

bhasitaf!1 abhinandi" (DN I. 223)というごとく‘である。

しかし， Skt.文の場合は， このようにはしゃ込なし、o att乱mana(訟

を Cl.Sね.で解するか，又は BHSで解するかによっ

なってくるからで、ある。すなわち，まずこれを CLSkt. 

nom. sg. m. r7)j)7となるから，ぬliとは異なって bh品gavanにかけ

ことができる〈阿様に，Sukhの場合は Ajitaに，Sm. Sukh 

の場合誌 Sariputra ことができ7るが，いまはとくに bha-

3号一
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gavan にかけて読みうる点が注意される〉。足利本で idamavocad 

Bhagav忌nattamana， Ajito……と切っており，同じように Sm.Sukh

(Oxford本)でも…… attamanal)./ ayu号ma危……と切っているのは，

このような読み方をとっていることを示している(したがって， Max 

Mul1er の英訳，南条博士の邦訳はこれに従っている)0 Haribhadra 

によると 55) AsPの末文の亙ttamanas も直前の bhagavanにかけ

て読んでいるから，このような読み方は古くから支持を得ているもの

である O しかし，他方 attamana(却を BHS と見て n0 m. pl.-"""m. 

の形と解するならば，(BHSG， 16.23; BHSD， s. v. attamana(s))，当

然 bhagavanにはかからず， Paliと同じように読まれる O そして，こ

のような読み方にも，古くから支持がある。すなわち ，Sukh及び Sm.

Sukhの漢訳諸本では attamana(l).)を bhagavanにかけて訳してい

るものはないし，チベット訳もこの点全く同じえよのである。 荻原博士

の邦訳もこれに従い，とくに Sm.Sukh (Oxford本)の切り方につい

ては「段落点を除くべし」と剛修されている。岩波文庫訳も，同じく

これに従っている O 近代に出版された他の大乗経典を見ても，……

bhagavan / attamanal).……と切っている例も少なくない問。思う

に， Pa1iとの対照から見れば， このように読むほうが原始経典以来

の伝統を表わしたものといえよう oSkt.仏典の中には，大小乗いずれ

においても， idam avocad bhagavan attamanasas te……という文

を用いる例も見出されるが57にこの場合計tamanasasは Cl.Skt.で

nom. pl: m. の形であるから bhagavan にかからぬことは明白であ

るO これは Paliで示される用法を受けているものであり， これが伝

統的用法であったと考えられるのである問。

註記

1) F. Max Muller and B. Nanjio，.. Sukhavati.vyuha， Descriρtion of Sukha-

vati， the Land of Bliss (Anecdota Oxoniensia， Aryan Series， VoI. I， Part 

II)， Oxford， 1883， p. iii. 

2) 拙稿「インドの浄土思想J(宇野精一・中村元・玉城康四郎編『講座東洋思
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想、~ 6所収， 昭和42年， 7-10頁)0 [附JtlH著「原始浄土思想の研究~222-258頁

参照。

3) F. Edge巾叫 Buddhist時 bridSanskrit Grammar and Dictionary (New 

Haven， 1953)， Vol. 1; Grammαr， p. xxv.この書では，Sm. Sukhは Sukh

とは区別せず，それに含めて取扱われている。

4) Edgertonの BHSG&Dに対しては， ]. Nobel， C. Regamey， E. Wald崎

schmidt， H.羽T.Bailey， J. Brough， V. Raghavanなどにより種々な角度か

らの批判が為されている。

5)企Lamotte，L' Enseignement de Vimalakzrti， Louvain， 1962， pp. 97 ff. ; 

ditto， La concentration de la marche heroique (MCB， XIII)， Bruxelles， 

1965， pp. 303-304. 

(i) N. Dutt， Saddharmaρu，!qarikasutram (Bid. 1吋.)， Calcu tta， 1952， pp. 

XVll-XIX. 

7) Su叫kh丘v刀Jutηivyuha久， edite pa訂rA. Asぬh北1

8剖)ú"究蔵手和日英合壁浄土三部経~ c昭和 6年， 再版， 大東出版社， 昭和36年)。

なお， Oxford本とは前註1)を指す。

9) 大谷光瑞『死語原本国訳・無量光如来安楽荘厳経~ c光寿会，昭和4年〕。

10) これらの写本のうち京大本は足利淳氏博士・大地原豊助教授の御厚意により，

また Bib.本， Cal.本は今西/1国吉助教授の御世話によって写真版を得ることがで

きた。 Bir本は 1962年に筆者がカトマンドゥを訪れた際入手した手写本であっ

て，写真版ではなL、。なお，Bir本の Cat.I土，“BuddhistManuscripts of the Bir 

Library" by Sanskrit Seminar of Taisho University， Memoirs of Taisho 

University， No. 40， 1955により，東大本のそれは， S. Matsunami， A Cata-

logue of the Sanskrit Manuscripts in the Tokyo University Library， 

Tokyo， 1965による。〔附〕拙著， 13-17頁参照。

11) 前註 8)に同じ。

12)足利惇氏「石山寺所蔵阿弥陀経党本についてJCu"印度学仏教学研究』第 3巻

第2号，昭和30年，横組10-17頁〕。

13) 法護(述〉諦濡・典寿(校)ú"党文阿弥陀経義釈~ 4冊〔寛政 7年);阿満得寿編

『悉曇阿弥陀経~ C明治41年)0[附J:tm著， 9干98頁参照。

14) H. Kimura， The Smaller Sukhavati-vyuha， Part， 1. Kyoto， 1943. 

15) Baron A. von Sta吾l-Holstein，A Commentary to the Kayyaρ。ρarivarta，
Peking， 1933， pp. iv， xii-xiv. 

16) J. Brough，“Thus Have 1 Heard......，" BSOAS， XIlI (Pt. 2， 1950)， pp. 

416-426. 

17) E. Conzeも“Thushave 1 heard at one time"と訳している。ただし，

その理由を記してはいない。 e.g. Buddhist Wisdom Books， London， 1958， 
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p. 21; A~tasãhasrikã Prajnaρaramita (Bib. Ind.)， Calcutta， 1958， p. 1. 

18) 中村元『般若心経・金剛般若経J1"解題JC岩波文庫，昭和35年)，182-183頁。

19) たとえば，DNの34経のうち，会衆(比丘僧伽)に言及する 11経 (Nos.1， 

2， 3， 4， 5， 12， 13， 20， 23， 33， 34)は， No.2を除くほかは，すべて 500人

説をとる。

20) たとえば， r長阿合経』の30経のうち，第 7，14， 19の3経を除くほかは，

すべて 1250人説をとる。

21) 12000人説は，たとえば羅什訳「妙法蓮華経Jcr大正蔵J9巻 1頁下〉

く「正法華経」は「千二百J，サンスクリヅト本も1200人。しかし，ベトロフスキ

一本は 12000人，チベット訳も12000人>， r方広大荘厳経Jcr大正蔵J3巻，

539頁上)， LV1.5などがあり， 32000人説は，たとえば『首十時厳三味経JCr大

正蔵J15巻， 629頁中〉に見られる。

22) Bib.本 (2a2)，東大本 No.27(2 a 3)， No. 393 (2 a 1)， No. 399 (1 b 6)には

uttamadamasamathaprapta とある。この samathaは samathaと混用された

ものか?LV 169.5にも damasamathaの用例が見られる。

23) これと似た uttamadamathasamathap亘rami[taJpraptaという合成語が Mv

1. 237.11-12; III.64.6に見出される。

24) damasamathaは，たとえば SP80.9に見出される。

25) 京大本(Ib 7)には uttamadanasamathapraptaとある。

26) e.g. Sn 725， 727 ; DN  1. 156， 167， etc. 

27) abhij五atabhij五ai1;(Bib.本 2b4; Cal.本 2a3;東大本 No.63， 3 a 1; No. 

393，3 a 2; No. 399，2 b 1); cf. abhijnatabhij五a[i]1; (Bir木 2a 5); abhi [jnaJ司

tabhij五ai1;(東大本 No.27， 3 a 1); abhijn[亘t?J亘bhij五ai1;(東大本 No.43，

2b3). 

28) 真由有美・清田寂雲「ぺトロフスキ一本 (PetrovskijMSS.)法華経苑本の研

究〈序侮より法師品まで>Jcr西域文化研究」第四「中央アジア古代語文献」所

J反， 1961年， 129頁)参照。

29) Tib. Sukh cr焚蔵和英合壁浄土三部経』所収)220.1; 222.1.ただし Sm.

Sukhのチベット訳には相当語を欠いている。

30) これを最初に指摘したのは泉芳環氏である cr党文無量寿経の研究』顕真学

苑出版部，昭和14年， 28-34頁〉。

31) その思想的意、義については，宮本正尊「空思想及びその発達Jcr日本仏教学

会年報』第17号，昭和26年， 104頁)参照。

32) Dbh 20 (tad yathapi nama bhavanto jinaputra jatariipaI!1 kusalena kar-

mare早ayatha yathagnau prak号ipyatetatha tatha parisuddhyati karma早yaヰ1

ca bhavati vibhiî~a早ãíaI!1 kãravidhi~u yatha kamataya). 

33) Cal.本には，この部分が脱落している。
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34) これは泉氏(前註 30))によって指摘され， のちに荻原博士も賛意を表わし

ておられる cr荻原雲来文集』昭和13年， 885-886頁〉。

35) ~土直四郎「書評 Sukhãvatïvyüha， 剖1t岳 par A. AshikagaJ cr鈴木学術財

団研究年報J第 2号， 1965年， 84頁〉参照。

36) 詳しくは拙稿「阿弥陀仏の起源問題口Jcr宗教研究J第 183号，昭和40年，

73-75頁〉参照。〔附〕拙著， 324-329頁参照。

37)上掲の Vipassinについての Pali文(めには対応の Skt.文があるが，そ

れは Pali文と合致する (E.Waldschmidt， Das Mahavadanasutra (Teil rr， 

1956)， S. 68-69: itag田 el中navatitamagka)lp(o)…(vipa五)y(1) samyaksatp-

buddho loka utpannag)。しかし，後のAvadana文献になると“bhutap百rvatp

…'tite 'dhvani ekanavate kalpe Vipa五yinama samyaksatpbuddho loka udapa-

di..."というように， bh司t也apu白lfvamでで、はじまる文に改められている (Av.1臼37.

7; 349.3; 352.12 etc仏ω.)

38紛)その他については， 赤沼智普『原始仏教之研究JlC破塵閣書房，昭和14年)

554-555頁参照。

39) 拙稿「浄土教における行の中心問題一一念仏の研究一一Jcr日本仏教学会年

報』第30号，昭和40年， 239頁〉参照。〔附〕拙著， 545-546頁， 559頁参照。

40) SPでは，さらに varc C崇敬する〉も加えて， 計六語を並列する場合も

多い (22.7;161.2; 381.5)。

41) 亘p亙thaは CPD(s・v.)によると， a +caus. or class X of V path 'to make 

go， throw， send' に由来するものとせられる。しかし， V. Trenckner (Mil 

428)によると，亙pata(cp. apatati)の転詑と見られる。

42)奈良康明「法華経における文体論的反覆 (Repetition)(II)J cr駒沢大学仏教

学部研究紀要』第22号 3 昭和39年， 4頁〉参照。くただし，SPにおいて hetu

と pratyayaとが併用される例はある。〉

43) この場合， P亘li の hetu は Skt. の hetogに当たる (W.Geiger， Pali 

Literatur und Sρrache， Strassburg， 1916， s22)。この hetog は P亘早ini

C2.3.26)によると gemtIveに解されるが，しかし近代の文法学者は ablative

に解している(J.S. Speijer， Sanskrit Syntax， Leyden， 1886， pp. 138-139)。

なお， Paliの tatpkissa hetuに当たる Skt.が tatkasmad dhetogであらわさ

れている場合もある (e.g.E. Waldschmidt， Bruchstucke buddhistischer 

Sutras aus dem zentralasiatischen Sanskritkanon， Leipzig， 1932， S. 49)。

44) sraddadhadh vatp pattiyathavakalpayatha C足利惇氏「石山寺所蔵阿弥陀経

党本について」く前出>C11頁〉。
45) 拙稿「原始仏教における信の形態Jcr北大文学部紀要J第 6号，昭和32年，

82頁以下〉参照。〔附〕拙著， 558-618頁参照。

46) ただし， E. Waldschmidt は MPS326における Skt.文 (34.69)を AN.I 

ηο A
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137; DN 1. 7に対比しているが，これはむしろ DNI1. 182に対比すべきで

ある。

47) e必 kadalimrgamokani(MBh. 2. 45. 19)。

48)飲光本・光覚本は kakapeyaJ:t，常明本は kakapeyaJ:tとする (u悉曇阿弥陀経』

19頁〕。

49) kha da chadは北京版に khadcadとあるのをデノレゲ版によって改めた。

ただし，この khada chadも意味が明白ではないが「自主蔵文辞典』 α957)

p.70に“khagan ma gan mnam pa J平満，与口平満，満満的。〔同)kha 

mtho dman m五amJ"と解説しているので，いちおう「ふちまで一杯に」と試

訳した。

50) 中村元『東西文化の交流J(u選集』第 9巻，春秋社， 昭和40年)， 139頁，

156頁参照。

51) セイロン文字では ttと tthの区別が明瞭であるのに対して，ピノレマ文字

では両者はよく似ており，混用され易L、点に注意、すべきである。

52) T. W. Rhys Davids， Buddhist Suttas (SBE， Vol. XI， 1881). pp. 178-179; 

荻原雲来『党漢対訳仏教辞典J(改版， 山喜房仏書林， 昭和34年〕註記 55頁;

泉芳環，前掲書， 83頁参照。

53) K. Mittal， Dogmatische Begriffsreihen im白lterenBuddhismus， 1， 

Frag押1entedes Dasottarasutra， B巴r1in，1957， S. 96-97; cf. Mvy 1522-1526. 

54) しかし， Pali聖典では，他の箇所に“bhikkhubhikkhuniyo upasaka upa-

sikayo deva manussa asura naga gandhabba" (DN II1. 148)というような

類似の表現が認められる。

55) U. Wogihara， Abhisamayala11Jkaraloka Praj伽 ρaramitavyakhya，Tokyo， 

1932-35， p. 992.なお，ここで Haribhadra は attamanasを Subhutiにも

かけて註解しているが，いずれにしてもこれを nom.sg. m.と見ていることに

は変わりはなし、。ところが，荻原博士 (li文集J883-884頁〉は，この文脈に出

てくるおtamanasoを nom.pl.と見て「弥助等の大菩麗衆にかけ」て読み，

Haribhadraが attamanasを sg.pl.の両様に使っているように解しておられ

る。しかし，これは博土の感違いと思われる。この attamanasoは次の語の

bhagavatoにかかる gen.sg.の形と見られるからである。

56) e必 Vaj(ed. E. Conze) 62.5-8; Dbh99. 28-29; BhaI!;ajyaguru (in Gilgit 

MSS.， Vol. I) 32.2. 

57) Divy 24.6; 55.14 etc. ; Av 7.12; 12.20巴tc.

58) いわゆる十八不共仏法の中の三念住の説から見ても，仏にはかかる歓喜はあ

り得ないはずである。宇井伯寿『大乗仏典の研究J(岩波書庖，昭和38年)， 80 

頁参照。

(昭和42年 7月稿〉
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明

H
U

誠一
-z一関

ヨド織は，総務42年 7月に執筆したのであるが， 印諸uv，こ約されるのがj墜燃し

たので、p そのー務分は，官経『原始浄土:忽絞め研究<~ (窓波長撃;氏昭和45年 2

恨の， 181-194頁， 207-208Jiに絞めて公ぎをした。 しかし，それば，ヌド穏でるげ

たおそ高のやの 1)，3)， 27)， 30)のそ震について務分長きにき量要したものであち， ま

た Sukhのテギ九}についても， ヌド稿ではよ急手tl友会主としために主主して.~

箸では荻長室改訂コ友会主三としたといIj*EI遂もあるから，主主織を改ゐて発災泌する主主、

謀議は失われていないと思う c ただ，裁選ぎにおいてす可?に~及した問題について

は，言主訟にその¥efH付記して初いずこの、"e，参!照lしていただければ幸いである。

o昭和初年 3Ji記〉

i患

Abbrevi呂tionsof Sanskri t texts chiefly referred to; 

A~tasahasrika Praj鎚paramita，ed. R. Mitra， Calcutta， 1888. 

Avadanasataka， ed. ]. S. Speyer， St.-P岳tersbourg，(1902-)ぬ06-

1909. 

Bodhisattvabhの月1，吋.U. Wogihara， Tokyo， 193か1936.

Da~abhümik砂sütra， ed. J. Rahder， Louvain， 1926. 

Divyavadana， ed. E. B. Cowell and R. A. 災εil，Cambridge， 

1886. 

Ga平r)avyuha，ed. D. T. Suzuki and H. Idzumi， Kyoto， 1934…1936， 

new revised ed. 1949. 

Kasyapaparivω'ta， ed. Bar‘on A. von StaeJ.Holstein， Shanghai， 

1926. 

Laiミkavatar世 sutra，eふB..Nanjio， Kyoto， 1923. 

Lalitavistal官， ed. S. Lefmann， Halle a. S.， 1902-1908. 

lVlahaparinirva苧a-st:ttl'a，ed. E. i再laldschmidt，Berlin， 1950-1951. 

Mula-sarvastivada-vinaya， ed.災.Dutt， Srinagar-l王ashmir，1942… 

lき50.

Mahavastu， ed. E. Senart， Paris， 1882-1897量

Mahaり utρatti，吋.R. S呂kaki，Kyoto， 1916. 

Ra，，{ratalataril合!，CCha，ed. L. Finot， St.-P岳tersbourg，1901. 

，5ik$asamuccaya， ed. C. Bendall， St.-P岳t配地ourg，1897-1号02‘

Saddhat官雲aþu~l(!arïka， ed. H. Kern and B. N註njio，St.-P岳ter伊

boなf喜多 1908-1912.

Suvaグ呼出bhasotfama-s謹tra，ed. ]. Nobel， Leip草ig，1937. 

Vajrαcchedika Praj五ataramua，吋.E. Conze， 1支oma，1957. 

45ー

AsP 

Av 

Dbh 

Divy 

h

s

v

 

・側

V
伊

m

L

L

ふ

ん

Suv 

Vaj 

官

d

s

-

P
リ

d

p

M

M

R

，s
s
 

Bbh 

Gv 

KP 




